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カ ロテ ノイ ドは 自然 界 に最 も広 く存 在 す る色 素 で 、 生 体 内 で 重 要 な 生 理 的 役 割

を果 た して い る。 グ ラ ム 陽 性 菌 に属 す る光 合 成 細 菌 ヘ リオ バ ク テ リア は2分 子

の フ ァ ル ネ シ ル ピ ロ リ ン酸(C15)が 縮 合 した デ ヒ ド ロ ス ク ア レ ン(4,4'-

Diapophytoene,C30)が 、 脱 水 素 され た4,4'-Diaponeurosporeneを 主 要 な カ ロ テ

ノイ ドと して 持 つ 。 こ の脱 水 素 に関 与 す るDiapophytoenedesaturaseの 遺 伝 子

crtNを ヘ リオ バ ク テ リアHeliobacilltrsmobilesの 染 色 体DNAラ イ ブ ラ リ._._より

単 離 した(1998年 度 総 合 理 学 研 究 所 年 報)。 今 年 度 は 、C30カ ロテ ノイ ドの合

成 系 で 、フ ァル ネ シ ル ピロ リン酸 の縮 合 に関 与 す る す るDehydrosqualenesynthas。

の遺 伝 子CISの 単 離 を 目指 した(図1)。 まず 、H.mobilisの 染色 体DNAを

鋳 型 に し、α群 をPCRに よ り増 幅 した 。 これ を ク ロ ラ ム フ ェニ コー ル 耐 性 遺

伝 子 を含 む プ ラ ス ミ ドpHSG398に ク ロー ニ ン グ し、pHSG398::crtNを 作 製 し

た 。 この 系 を使 っ て 、pHSG398::CISを 含 む 大 腸 菌 株 に 、H.mobilrsの 染 色 体

DNAラ イ ブ ラ リー を含 む 大 腸 菌 を 接 合 させ 、 ク ロ ラ ム フ ェ ニ コー ル と カ ナ マ

イ シ ンを含 む 培 地 に ひ ろ げ 、 ライ ブ ラ リー-DNAが 導 入 され たpHSG398::cr醒

を 含 む 大 腸 菌 株 を選 抜 した 。CltMを 含 む ライ ブ ラ リーDNAが 導 入 され れ ば 、大

腸 菌 株 内 で4,4'-Diaponeurosporeneが 合 成 さ れ 、細 胞 株 は 黄 色 を帯 び る と予 想

さ れ る。現 在 、選 抜 され た大 腸 菌株 の 培 養 条 件 を変 え 、4,4'-Diaponeurospor。neが

大 腸 菌 内 で 合 成 され て い る株 の選 抜 条 件 を検 討 して い る。 ヤ

CrtMCrtN

Famosyl-PP→4,4'-Diapophytoene→4,4'-Diaponeurosporene

図1予 想 され る 新 規 カ ロテ ノイ ド(C30、4,4'-Diaponeurosporene)の 合 成 経 路
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